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回社会保障審議会児童部会
会的養護専門委員会提出資料

資料 1-1

平成20年度社会的養護における施設ケアに関する
実態調査 (タイムスタディ調査)概況

1.タイムスタディ調査について

①調査対象施設数

0児童養護施設     21か所
0乳児院         4か 所(平成19年度調査と合わせて6か所)

O情緒障害児短期治療施設 3か所
0児童自立支援施設    2か 所
O母子生活支援施設    4か所

②調査対象施設の選定条件等
調査対象施設の選定については、施設種別ごとに職員配置等の条件で抽出
を行つたリストの中からヽ 各施設協議会より推薦を受けた施設のうち、調査の
協力が得られた施設とした。

腋 曇配僣
=

ケア彬憾 対象ケア雌位数 婦負権 2● || 総児■ 数

入所率高い(30%以上)

手厚い配置

大 舎 1か所

小舎・1ヽ規模 2ケア単位 2か所 20りに

ll 38人

職員配置等 ケア形継 対象ケア最位鍛 対象施設数 総児童敗

入所率高い(60%以上)

手厚い配置

夫婦制 1ケア単位 1か所 12人

交代制 1ケア単位(察舎) 1か所 12人

2か所

0児童自立支援施設

※
:秀真墨表拿ダニ1免鉾鶏ま質1携17喜稿雲鶴登ヒじ三:か

ら、ケアを行う職員・対象児童の

入所軍高い(70%以上)

手厚い配置
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③調査の概要                                ・

本調査は、「施設職員の業務量調査(1分間タイムスタディ調査)」 と「入所児童の状態調査
(アセスメント調査・突発事象等調査)」の二つの調査により構成される。
1)施設職員の業務量調査(1分間タイムスタディ調査)

・入所児童に対し、どのようなケアを、どのくらい(時間)、 施設職員が提供しているのかを‐
  数目的に把握する目的で実施する調蚕:~~~‐

~｀ ~~  ~       ―一  ―

・調査は、児童を日常的にケアする職員が行う2日 間タイムスタディ調査(他計式)と、児童を
日常的にケアする職員以外が行う7日 間タイムスタディ調査(自計式)の二つを実施.

2)入所児童の状態調査(アセスメント調査・突発事象等調査)

・入所児童一人ひとりの心身の状態や突発事象等を把握する目的で実施する調査。
。調査は、調査対象とする児童一人ひとりに対して行うアセスメント調査と、突発事象等調査の
二つを実施。

2.グループインタビューについて

①グループインタビューの内容と目的
`タ イムスタディ調査の実施後に、調査時に、調査対象施設において調査員となつておりも
日常的に児童への直接的なケアに従事している職員を対象とし、調査当時の児童の状態と
ケア時間・内容についてのグループインタビュー調査を実施。

・グループインタビューの目的は、児童の臨床像とケア時間の多寡との関連性をグループ
インタビユーを通じて明確にすることである。

タイムスタディについて

篭舞Z翻、る損場で|卜とぅぃ謝動が、「どのような子ども同、
「どのようなケプをJ「どのくらい(時間)」提供しているのかを明らかにすることを
目的とした方法  1

平成20年度社会的養護における施設ケアに関する実態調査(タイムスタディ調査)で :よ、
Or子どもの状態」の違いによるケア内容別ケア時間の差、傾向
Or職員構成」の違いによるケア内容別ケア時間の差、傾向
Orケア形態」の違いによるケア内容別ケア時間の差、傾向   などについて分析

子どものよ態
(アセスメント)

.    .  1.ヽ

0子どものキ齢 .

8驚経雅 ぁ1微 :

0疾患。障害の状況
0発違・発育わ状況 .

ケア内容

0日 常生活の支援
0指導。相談
0専門的なケア
0ソーシャルワーク
(家族への支援や関係
機関との連携:調整)
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タイムスタディ調査結果分析の視点

タイムスタディ調査を通じて、社会的養護施設における現状のケアの
提供量(X子どもの年齢:状態)について、定量的な把握を行う

子どもの年齢や状態に応じた

適切なケアの提供量を分析。検討

人員配置基準の引き上げや

措置費の算定基準等の見直しを

含めたケアの改善

今回の集計項目(ポイント)

孟裳胡篠昌暫
『

塁 )・

家庭状況の違いによる子ども一人あ|リケアの提供量の

i   鰐鯰攪曾[地顧:厄∬警
1[腎需身拒謗i「まま二

人あたリケアの提竺量?比較
・ケア時間業務分類別
・ケア時間時間帯別  等               _

ケ
万彰鷲幕昇髪舅

事の手厚
,別

による手ども‐人あたリケアの提供量の比較

・時間階級区分別児童数
・ケア時間業務分類別
・ケァ時間時間帯別  等

※ ケアの負担感(身体的負担感・精神的負担感)については、集計中
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児童に祖数の■員が同時にケアを
行つた場合

複数の児童に職員が同時にケアを

行つた場合

タイムスタディ調査における子ども一人あたりのケア時間(1)

員なる機数のケアを複数の児童に
薇員が同時にケアを行つた場合

已
色x

`呈

き
児童A 児

書
B  児量A戦

s昌き

児童B

鳳Y

nt[O-^t'lr{.r7nB .

=EriE*tfsnFxoiTHF
+lElAEttf 6tlAY otv$n

タイムスタディ調査における子ども二人あたりのケア時間(2)

調査の種類

―日換算    7日 ロタイ4ス タデイ田査
(自計式調査)

,鰊ツ
扮 T腎

職凛
lκ医
署饉籠署
椰     ‐

(事務職覆によるケア時間含む)

子ども…人一日あたリケア時間

:3L抒事薔め主日淵`Rf:■ riャ I,iヽ■1
4.'入需:担所笠饉い

'。

1ヽ「■●しヽ 蹴7●

|じ戯 囁武ヨぎ
=葦

麟1燃|II11や !ヽ

戦隠静脳贈激

業
構
分
類
別
の
ケ
ア
時
間
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タイムスタディ調査結果(ポイント)

4 現時点で集計できたタィムスタディ集計結果について、子どもの状態別に、
子ども一人あたり総ケア時間/日 について、基準値と比べ、統計的に有意
差のみられた結果(2集団間に差があるかないかについて、平均値の差の
検定(t検定)を用いて統計処理を実施)及び施設種別ごとあ概況につし`て、
グラフで表記

【子どもの状態等編】結果(養護)①

年齢別子ども一人あたリケア時間/日 (児童養護施設
□

＞
軸

1農～2晟    2織 -3議   3蔵～5餞

朱属     栞清     余属

n=l         n=3       n=20

5n-7戴    7颯 -9,  9n-12餃
楽層     未講    未満

n=47      n=52      n=77

12臓～15織  15黛～16魚   18菫 以上
朱清     未満

n=95       n=66      n'13

★:基準値

。年齢が高くなるにつれて、子ども一人あたリケア時間が短くなっているが、「18歳以上」でのみ

「15歳～18歳未満」より長くなっている。
※「1歳～2歳未満」、「2歳～3歳未満」、「3歳～5歳未満」、「5歳～7歳未満」の方が、「9歳～12歳未満Jに比べ、
子ども一人あたリケア時間が長くなっている(1バーセント水準で有意).

※「15歳～18歳未満」の方が、「9歳 ～12歳未満」に比べ、ケア時間が短くなっている(1パーセント水準で有意)。

*Ⅲ Ⅲ ～ 196水準て有意
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【子どもの状態等編】結果(養護)②

1-3か 月    3-6か 月    6か 月-     1-2年      2～ 5年

末議      余膚     1年 未・H     未癌      未満

n=5        n=23        n=47        n=47        n=101

満麻
　
　
耐

か 5～ 0年     8年 以上
未満

n=74       nt74

★:基準値

。「1か月未満 (Fl)」を除き、入所期間が短いほど(入所後間もないほど)、 ケア時間が長い

傾向にある。

※入所期間が「1～ 3か月未満」の方が、「2～ 5年未満」に比べ、子ども一人あたリケア時間が長くなつて

いる(196水準で有意).

※「8年 以上」の方力ヽ「2～ 5年未満Jに比べ、子ども一人あたリケア時間が短くなっている(10%水準で

有意傾向)。

ⅢⅢⅢ … 1%水準で有意   * ～10%水準で有意傾向

入所期間別子ども一人あたリケア時間/日 (児童養護施設)

【子どもの状態等編】結果(養護)③     ́       `
家庭復帰の見通し状況別子ども一人あたリケア時間/ 回日

家庭復帰の     当面の家屁復      家庭複帰国‖
見込み有り     帰の■込みは     又は見通し無し

ないが、復帰に
向け諷壺中

保tEEが いない,

n=13             o=4n=129             n=176

★ :基準値

※r判断困難」の方が、「家庭復帰の見込み有り」に比べ、子ども一人あたリケア時間が長くなつている

(50/6水準で有意)。

(児童養護施設)

単位 :分

ⅢⅢ ～ 5%水準て有浄

-8-



【子どもの状態等編】結果(養護)④

身体、発育の状態別(体重)子ども一人あたリケア時間/日
(児童養護施設) ※就学前児童のみ

単位 :分

蹴fれ ′ゼ4′学 牛パ学 ル バ:11キルT′鼈"レ

n■5   n=4    nヽ 12    n=27 .  n司 9   n=5
★:基準値

※体重が、「90バーセンタイル以上 (とても多い)の方が、「25～ 75パーセンタイル(標準範囲)」 に比べ、
子ども一人あたリケア時間が長くなつている(10%水準で有意傾向)。

* ～10%水準で有意傾向

●乳幼児身体発盲曲朧による分用
(体■)

ンく―センタイル未満   ～ かなり少ない
3-10/t―センタイル未満 ～ とても少ない
10-25パ ーセンタイル来富 ～ やや少ない

;:二諦ヒtじ,1;:案碧1軍無露蜜
902く一センタイル以上   ～ とでも多い

【子どもの状態等編】結果(養護)⑤

情緒・行動上の特徴のレベル別子ども一人あたリケア時間/日
(児童養護施設)

就学前児童 就学後児童

籠囲内
lSDより

上

n=21           n=38           n=8                n=62           n=196          n=49

★:基準位

・情結・行動上の特徴の合計点数が少ないほど、子ども一人あたリケア時間が短くなつている。
※就学後児童では、「lsDより下」の方が、「lsDの範囲内Jこ比べ、子ども一人あたリケア時間が短く
なつている(196水準て有意).

Ⅲ十■ ～ 1%水準で有意

け得点が lSDより下  ～ 標準より11綺・4テ鶴上の間EEが少ない
点がlSpの 範囲内 ～ 編率範囲

計得点がlSOより上  ～ 標準より情綺・1テ勁上の問題が多い

陶
醐
下

酬
愴

仙
醐
上

針
‐Ｓ

童

の
内

鵬
０
田

台
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【子どもの状態等編】結果(養護)⑥

被虐待体験の有無別子ども一人あたリケア時間/
(児童養護施設)

J

★:基準値

※校慮待体験「疑い有り」の方が、「無し」に比べ、子ども―人あたリケア時間が長くなっている (1%水準で

有意)。

十■十 ～ 1%水準で有意

回
日

【子どもの状態等編】結果(養護)⑦

家族べの支援の有無別子ども下人あたリケア時間
(児童養護施設)

回
刈

★:基準値

。家族への支援「有り」の方が、子ども一人あたリケア時間が長くなっている。

※家族への支援「有り」の方が、「無し」に比べ、子ども一人あたリケア時間が長くなつている(1%水準で

有意)。

■,■ ～ 1%水準で有意
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【子どもの状態等編】結果(養護)③                装P14

「不適切な養育を受けた子どもの行動チェックリスト(就学後児童)」

の評価レベル別子ども一人あたリケア時間/日 (児童養護施設)

カツトオフ籠以上

n=56     ※ヵットォフ直を60.5と した

★:薔率饉

。専門的なケアを要する状態にある方が、子ども一人あたリケテ時間が長くなっている。
※「カットオフ値以上Jの方が、「カットオフ値未満」に比べ、子ども一人あたリケア時間が長くなつている
(1%水準で有意).

ⅢⅢⅢ … 1%水 準て有着

ットオフ値 ～ 専目的なケアを要す
～ 専門的なケアを夏する状餞

カットオフは未濱

n=251

【子どもの状態等編】結果(養護)⑨                表P15

ケアニーズの充足状況に関する評価別子ども一人あたり
ケア時間/日 (児童養護施設 )

充足されて
いる

n=23

ことんど
充足されて

いる

n=129

あまり            充足されて
充足されて          いない
いない          .
n=194         n=21  ★:基準値

※ケアニーズが「ほとんど充足されているJの 方が、「充足されている」に比べ、子ども一人あたリケア時間
が長くなっている(10%水準で有意傾向)。

※ケアニーズが「充足されていない」の方が、「充足されているJに比べ、子ども一人あたリケア時間が長く
なつている(10%水準で有意傾向)。

～ 1096水 準で有意傾向

当賊児童のケアニーズがどの組魔充足されているのかに
て`、現状の構員数、施設状況驚 いったサービス提供
上の制約がないものと仮定し
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【子どもの状態等編】結果(乳児)①

家庭復帰の見通し状況別子ども一人あたリケア時
(乳児院)

回
用
　
師

間

家底復帰の      当面の
=盛

壼     =島 慎帰困難      判断田‖

見込み有り      帰の見込みは     又は見通し無し
ないが、復悧=
向け‖壺中

n=11             ●・ 9             n=28             n・ 7

颯(主たる

保臓書がいない)

向

★ :書準値

。「家庭復帰困難又は見通し無しJが、子ども一人あたリケア時間が最も長くなつている。

X「家庭復帰困難又は見通し無し」の方が、「家庭復帰の見込み有り」に比べ、子ども一人あたリケア時間が

長くなつている(10%水準で有意傾向)。

中 -1096水 準で有量傾向

【子どもの状態等編】結果(乳児)②

出生時体重別子ども一人あたリケア時間/日
(手L児院) ※就学前児童のみ

単位:分

25-75        75‐ 90    00′ ゆ

'イ

ル
パーセンタイル    バーヤンタイル     以上

未満        未満

n=28      n=5     n=5  ★:基準値

表P22

3パーセンタイル    3-10      10-25
未満     パーセンタィル   バーセンタイル

・        楽演       未満

n,7         n=3           n=4

・出生時体重が標準範囲より少ない方が、子ども一人あたリケア時間が長くなつている。

※出生体重が、「3バーセンタイル未満くかなり少ない)」 の方が、「25～ 75パーセンタイル(標準範囲)」に

比べ、子ども―人あたリケア時間が長くなっている(596水準で有意).

※『10～ 25パーセンタイル未満くやや少ない)」 の方が、「25～ 75パーセンタイル(標準範囲)Jに比べ、

子ども一人ケア時間が長くなつている(10%水準で有意傾向)

■十 -5%水 準で有意  ■ ～10%水準で有意傾向

◆乳幼児身体発育曲線による分類
3バ

=セ
ンタイル未満   ― かなり少ない

3～ 10パーセンタイル未満 ～ とても少ない

10～25パーゼンタィル未満 ん やゃ少ない

25-75パーセンタイル未満 ～ 標準範囲
75～ 90パーセンタイルホ溝 ～ やや多い
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【子どもの状態等編】結果(手L児 )③

早産(在胎36週未満)の有無別
子ども一人あたリケア時間/日 (手L児院) 単位:分

螂珈　闘

早
“

早産ではない

n=38

租
　
　
高

★ :基準値

。「早産 (在胎36週未満 )」 の方が、子ども一人あたリケア時間が長くなつている。
※「早産(在胎35週未満)」 の方が、「早産ではない」に比べ、子ども一人あたリケア時間が長くなっている
(1%水準で有意).

ⅢⅢⅢ ～ 196水準で有言

【子どもの状態等編】結果(早L児 )④

哺手L口 離乳食等の形態別子ども一人あたリケア時間
(乳児院)

ミルクに加え
離軋食を開始

している

n=15

★:基準値

・哺乳・離乳食等の形態が、「ミルクに加え離乳食を開始している」が、子ども一人あたリケア

時間が最も長くなっている。
※哺乳・離手L食の形態が、「ミルクに加え離乳食を開始している」の方が、「離乳食は完了した(幼児食)」 より、
子ども一人あたリケア時間が長くなつている(5%水準て有意)。

■十 ～ 5%水準で有意                   .

回
湘
　
〕

.離撃t食は完7
した (幼児童,

n=23
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【子どもの状態等編】結果(手L児 )⑤

身体、発育の状態別(身長)子ども一人あたリケア時間/日
(乳児院)

※就学前児童のみ

単位:分

3パーセンタイル     3-10       10-25       25-75       75-oo    00パ ーセンタイル

楽膚     バーセンタイル   バーセンタイル   バーセンタイル    バーセンタイル     以上

余講       未膚       未満        朱凛

n=13     n=13      n=11     1・ 12      ntt     n=3 ★:基準値

・身長が、「75ん 90パーセンタイル未満(やや高い)Jが、子ども一人あたリケア時間が最も短く

なっている。

※身長が、「75～ 90パーセンタイル未満(やや高い)の方が、「25～ 75パーセンタイル(標準範囲)」に比べ、

子ども一人あたリケア時間が短くなっている(1%水準で有意)。

ⅢⅢⅢ ～ 1%水準で有意

◆乳幼児身体発盲曲線による分頭
(身長)

3バーセンタイルホ■   ～ かなりにい
3-10パ ーセンタイル未満 ～ とても低い
:0～ 25パーセンタイルホ膚 ～ ややはい
21～ 75パーセンタイル未満 ～ 棒率椰日
75-90パーセンタイル未満 ― やや高い
90パーセンタイル以上   ～ とてもHtt

【子どもの状態等編】結果(乳児)⑥

発達指数別子ども一人あたリケア時間/日
(乳児院)

単位:分

205

00以上           70‐ 71           50-00            50宋 層

(■常籠日)         (境 界嬌)          (韓 度)          (中 菫魔)

★:基準値

。発達指数が「境界域」の方が、子ども一人あたリケア時間が短くなっている。

※発達指数がr70～70(境界域)」の方が、「80以上く正常範囲)」に比べ、子ども一人あたリケア時間が短く

なつている(10%水準で有意傾向)。

中 ～10%水準で有意傾向
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